資料１

今後の進め方の提案　　　　　H21･2･13（幹事会）

提案１（合同委員会でまとめた「素案大綱のまとめ」の扱いについて）

１－１、素案大綱を一本化するための作業は、これ以上行わない。　　　　　　

１－２、１月３０日に提示された、合同委員会による「素案大綱のまとめ」を、市民会議のこれまでの活動の成果として行政に提示する。

提案２（素案まとめに対する対案の扱いについて）

全体会において、提出された対案の説明を受けたうえで、上記素案大綱のまとめに盛りこまれなかった考え方として、そのままの形で行政に提示する。

【提案の主旨説明】

1、 コミュニティーとは、時には互いに相容れない考え方も含む、多様な価値観を持った人々が、必要な和を保って暮らしている集合体であるといえる。私たち市民会議も広義でいうコミュニティーであり、多様な人材を包含した集団である
2、 そのなかで、これまでの約３年間にわたって、自らが民主主義を実践しながら、自治基本条例を策定するという課題に取り組んできた。

3、 しかしながら、この３年間の活動で明らかになったことは、多くの点でわかり合い譲り合うことが出来た反面、互いに相容れない考え方の壁を取り払うことは出来ず、全会一致の素案大綱に到達することは不可能であるということであった。
4、 特に至近の１年間は平行線をたどるのみに終始し、今後これ以上時間とエネルギーを費やしても、現時点以上の成果を期待することはできないと幹事会は判断した。

5、 そこで今回提出された対案については、市民会議のこれまでの３年間の組織活動の経緯を踏まえ、「素案大綱のまとめ」と同等な重みを持つものとすることは出来ないが、多様な意見を尊重するという立場から、そのままの形で行政に提示することで、市民会議の役割を果たすことが適当であると判断した。
6、 行政に提示後は、一旦、行政の対応を見定めつつ、休止も含め市民会議の今後の活動方法について検討をする。
以上

